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我
纏
濟
學
會
は
十

一
月
二
十
二
日
午
後

一
時
よ
り
第

一
国
里
術
公
開
講
演
會
を
注
學
部
大
講
堂

に
開
く
、
舵

木
総
長
阻
隔
継
濟
學
部
長
小
川
河
上
山
本
諦
教
授
岡
本

事
稗
官
を
始
め
曾̂
員

の
來
脅
す
る
者
堂
に
満

つ
、
先
づ

田
島
部
長

の
経
済
學
部
創
立

の
由
駅
弁
に
開
會

の
畔
あ

り
て
、

一
.時
三
十
分
よ
り
講
演
に
入
る
。

第

一
席
山
本
博
士
は

「
余

の
見
た
る
山
東
阻
題
」
の
題

下
に
殖
民
政
策
上

の
見
地
よ
り
山
東
問
題

の
由
來
井
に

之
が
解
決
方
法
を
論
じ
現
政
府
の
施
政
方
針

の
誤
れ

る

を
指
摘
し
て
完
膚
な
か
ら
し
め
満
場

を
し
て
粛
然
女
ら

し
む
。

第
二
席
小
川
博
士
は
「
朝
鮮

の
財
政
」
に
就
き
て
先
づ
朝
・

鮮
財
政
の
猫
立

ご
統
治
問
題
こ
の
關
係
を
説
き
、・
朝
鮮

の
豫
算
を
學
術
的
に
分
断
し
て
文
化
敷
育

よ
り
水
利
殖

林
交
通
鋤
業
に
論
及
し
最
後
に
朝
鮮
財
政

の
濁
立
の
上

よ
り
開
枕
の
合
併
劃

一、を
期
.せ
ざ
る
べ
か
ら
申
ご
喝
破

.
し
拍
手
場
裡
に
降
嬢
、
終
り
に
田
島
部
長

の
閉
會
の
譜
.

あ
り
、
會
を
散
す
る
の
時
、
正
に
五
時
十
分
。
(汐
見
、大
森
)
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